
174－参・予算委員会 平成 22 年 03 月 24 日（水曜日） 

※H22 年度予算への総括質疑 

 

 

 

○辻泰弘君 民主党・新緑風会・国民新・日本、辻泰弘でございます。 

 三月三日から皆様方のお力によりましてこの審議、進めてまいりましたけれど

も、本日が締めくくり総括の日となりました。委員会も順調に進んで脂が乗って

きたところでございますので、もう少し続けたいというふうな気もするわけでご

ざいますけれども、お名残惜しい気もするわけでございますけれども、今日で区

切りでございます。万感の思いを込めて御質問を申し上げたいと思います。 

 まず、総理にお伺いをいたしたいと存じます。 

 総理はかねてより、供給サイドから需要サイドに力点を置いた経済政策への転

換が必要だと強調され、需要と供給両面からの新成長戦略を打ち出されてきたと

理解をいたしております。 

 言うまでもなく、あらゆる政策運営の基本には良好な経済環境がなければなら

ない。また、あらゆる政策運営の桎梏となっている財政の状況を何としても改善

しなければならない。そのためには税収が伸びる、そのような、財政が好転する

ような経済状況をつくっていかなければならないと、このように思うわけでござ

います。まさに、鳩山内閣の内政面での最大の課題がデフレからの脱却ではない

かと、このように思います。このデフレからの脱却に向けた新成長戦略を具体化

していく、肉付けしていく、そして、その強力な推進こそが鳩山内閣の今後の政

策運営の基軸となるべきと考えますが、この点についての総理の御見解、決意を

お伺いしたいと思います。 

 

○内閣総理大臣（鳩山由紀夫君） 辻委員おっしゃるとおりでございまして、デ

フレ対策、今政府が一丸となって取り組まなければならない最大の課題だと思い

ます。あわせて、財政をいかに健全化をするかということも考えていかなければ

なりません。それをいかにしてしっかりと両方とも両立をさせていくかと、それ

が最大のある意味で懸案であり、解決していかなければならない課題だと思いま

す。 

 その意味で、今、辻委員からお話ありましたように、まずは、今まで供給サイ

ドに力を置き過ぎていた、それをむしろ需要サイドに光を当てるということで、

新成長戦略というものを私たちは考えていくわけでございまして、新成長戦略に

よって雇用というものを生む、それが需要というものを促して、需要が経済成長
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を促して、それがまた雇用というものを生むという好循環をつくり上げていくこ

とによって、経済成長が結果としてデフレの解消につながる、そのように考えて

おります。 

 日銀と一体となった政策運営を行っていくことも言うまでもありませんが、私

どもとして、政府としてデフレ解消に向けて最大の力を発揮してまいりたいと、

かように考えております。 

 

○辻泰弘君 六月に具体化されていくようですけれども、是非、積極的な力強い

推進をお願いしておきたいと思います。 

 次に財務大臣にお伺いいたしますけれども、財務大臣は、緊縮財政に踏み出す

には早過ぎると発言をされました。また、財政出動を少なくとも一年以上維持す

る旨の答弁もあったわけでございます。 

 本委員会におきましてもいろいろな議論があって、我が国財政の現状に対する

楽観論があり、また悲観論も、両方の議論もあったわけでございますけれども、

私は、総合的に判断するとき、やはり当面は財政政策は積極的なスタンスを取ら

ざるを得ないと、このように思うわけでございます。 

 突き詰めて言うならば、財政の論理も重要ではあるけれども、それを承知しつ

つも、当面は財政よりも経済の論理を優先した政策運営を維持していくほかない

と、このように考えますけれども、財務大臣の御見解をお伺いしたいと思います。 

 

○国務大臣（菅直人君） 今、辻議員からおっしゃったように、まさに財政は財

政のためにあるのではなくて国民の生活のためにある、これは亀井大臣からも毎

日のように聞かされていることでもありますし、私も基本的にそう思っておりま

す。しかし同時に、財政の健全化ということも、逆に言えば、これもしっかりと

していかないと国民の生活に大きなマイナスになることもあるわけです。 

 そういった意味で、私は、欲張りではありますけれども、経済成長と財政再建

というものを、あるいは財政出動と財政再建というものを矛盾した形でとらえる

のではなくて、ある意味ではデフレというのはお金の循環が滞るわけですから、

そのお金の循環を市場に任せて滞っているときには、場合によってはある程度税

でいただいて財政で思い切って使っていくという、そういう循環をつくることが

財政にとっても経済にとってもプラスになると。そういう道を見出していくのが、

一方で先ほど総理も言われました新成長戦略であるし、もう一方で税制などの抜

本的な改革ということになるのではないかと。 

 こういった意味で、今おっしゃったように、今すぐに出口戦略というのはまだ

私は日本にとっては早いというふうに思っておりますが、しかし、だからといっ
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て財政健全化を一切考えないでいいということではなくて、常に両方を念頭に置

いて財政・経済運営をすべきではないかと、このように考えております。 

 

○辻泰弘君 選択の幅は限られている、ナローパスと言われて久しいものがあり

ますが、今の御精神で力いっぱい御奮闘いただきたいと思います。 

 もう一点、財務大臣にお伺いしたいと思いますけれども、本委員会において、

政府と日銀が共通の目標を持てば今年中にインフレ率をプラスに転化できる旨の

御答弁がございました。 

 それに呼応する形で、日銀は三月十七日の金融政策決定会合において追加的な

金融緩和策を決定されたところでございます。これについて、財務大臣は、デフ

レ脱却に向けた努力として評価したいと述べられるとともに、政府と日銀が公式

に懇談する機会を設けることを考えてみたいと発言されました。 

 日銀の決定した政策をどのように評価されているのか、また、今後日銀に期待

する政策対応は何か、公式に会談する場は、いつ、どのような場で持たれる御方

針か、財務大臣の見解を伺いたいと思います。 

 

○国務大臣（菅直人君） 年内のデフレ脱却というのは期待を込めて申し上げた

ことはありますが、まだ見通し等においてはなかなかそういうところまで、見通

しているというところまで行っておりません。 

 その中で、日銀との共通の目標を持っての政策運営というのは、私は、昨年来、

比較的その歩調が合った行動が取れているというふうに感じております。 

 今御指摘のあった今月十七日の日銀金融政策決定会合において固定金利オペを

十兆から二十兆に大幅に増額するという決定をされたことも、これは日銀が極め

て緩和的な金融環境を維持していく姿勢を改めて明確にされたものと、デフレ克

服に向けた更なる努力ということで評価をいたしているところであります。 

 また、日銀総裁始め日銀関係者との意見交換については、現在でも月例経済報

告の場などではそういう機会がありますけれども、それ以外にはフォーマルな形

の機会がないということであります。 

 実は、昨年十二月二日には、官邸に日銀の正副総裁が来られて、総理と官房長

官と私とで懇談をいたしたこともあります。ちょうど予算が成立するのを受けて、

今後のそうした意見交換が月例経済報告等の場で御一緒するという、そういうこ

とだけでいいのか。前の内閣では経済財政諮問会議の場がそういう機会であった

という指摘もよくされていますので、どういう場が更に必要か必要でないか、こ

れは総理とも御相談をして取り組んでいきたいと、このように考えております。 
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○辻泰弘君 言わずもがなかもしれませんが、今後期待する政策対応は何かとい

うのはどうでしょうか。 

 

○国務大臣（菅直人君） 日銀が今回、先ほど申し上げたようなもう一歩進んだ

固定金利オペの大幅増額ということを決定されて、実行をもう既に始めておられ

ます。それから更にどういうことかということになりますと、基本的には、いつ

も申し上げていることですが、目標は政府と日銀いろいろ相談をしながら共通の

目標を持つけれども、どういうそれに向けての政策手段を使うかというのは、や

はり日銀は日銀としての独自の判断でやられるのが望ましいのではないかと、そ

のように考えておりまして、そういう中で今回の固定のオペレーションの増額が

私は一歩前進であったと、今後のことはもう少し、政府としてやらなければいけ

ないことは順次進めていきますが、日銀においてどういうことを更にされるのか

どうかというのは注意深く見守っていきたいと、このように思っております。 

 

○辻泰弘君 政府は新成長戦略においても、これまでも日銀と一体となってでき

る限り早期のプラスの物価上昇率実現に取り組むというふうに閣議決定もされて

いるわけでございますので、まずその方針の下に御尽力いただきたいと思います。 

 さて、ちょっと違いを出すことになるかもしれませんけど、金融担当大臣にお

伺いしたいと思います。 

 大臣は国会におきましても直接日銀が国債を引き受けて財源をつくることをや

ったらいいと述べられておりますけれども、この見解は変わりませんか。 

 

○国務大臣（亀井静香君） 私はそのやり方が、これがいいということで言って

おるわけじゃありませんが、現在のこのデフレギャップから脱出をしていくため

には、どうしても金融政策だけじゃなくて財政政策、これがどうしても必要だと

私は認識をしておりますので、問題は財源でありますけれども、税収が一挙に今

の三十七兆円からぐっと上がるということも期待できない、また特別会計から引

き出す努力をしておりますけれども、これも限られてくるとなると、子供が考え

たってこれあとは金を借りるしかないわけで、それをただ今までのような単純な

形で、建設国債、赤字国債と単純な形での発行で、じゃ、経済に対してマイナス

の影響を与えないでこれやれるのかということになってくれば、私は一つのやり

方として、これは本来しょっちゅうやるべきことじゃありませんけれども、日銀

が直接国債を引き受けると。これは法律改正をせにゃいかぬわけでありますが、

そういう手を打たなければならないぐらい我が国の現在の状況は私は深刻である。 

 鳩山総理以下、懸命に努力しておるわけでありますけど、普通のやり方では財
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源が確保できるような残念ながら状況じゃない。経済が活力を取り戻して税収が

ぐんぐん上がっていく状況をつくるには、やはり政府がそういう非常手段とも言

ってもいいものを取らざるを得ない今ときではないかと、このように私は考えて

おりますからそういうことを申し上げておるわけであります。 

 

○辻泰弘君 この点については極めて大事な政策運営の基本でございますので、

財務大臣にお伺いしたいと思うんですけれども、今、財政法を改正してでもとい

うお話ございましたけれども、国債の日銀直接引受けについての御見解をお伺い

したいと思います。 

 

○国務大臣（菅直人君） 日銀の国債の直接引受けについては、もう御承知のよ

うに、財政法第五条によって原則として禁止をされております。この趣旨は、今

の時代にそれが当てはまるかどうか分かりませんが、戦前、戦中に軍事費等の調

達のために多額の公債を日銀が引き受けて、それによって特に戦後はまさにハイ

パーインフレが生じたと、そういうことからこういう五条ができたものと、この

ように受け止めております。 

 そういう中で、私は、この原則そのものを今変えなければならないというふう

には必ずしも思っておりません。市中からの国債の買入れはかなりの規模、先ほ

ども申し上げたように、新しいオペレーションでも更に拡大をしていただいてい

るわけですし、そういう形が現在進行しているわけですから、必ずしもこの法律

を変えて異例の措置をとるという、そこまでは来ていないというふうに思ってお

ります。 

 これは、これ以上のことは逆にどう触れていいのか分からないんですが、今の

国債の消化状況の中では金利が低く止まっておりますから、そのことはそれとし

ていいんですけれども、ハイパーインフレとインフレというのは、実は私は異質

なものだというふうに思っております。インフレというのは正常な経済財政運営

の中での状況ですが、ハイパーインフレというのは、一種の、ある瞬間に日銀券

に対しての信用そのものが崩壊する瞬間がハイパーインフレというふうに見てお

ります。 

 今の状況は逆に、日銀券というか貨幣に対する過大な選好というか、いわゆる

好みというんですね、そういうものが働いている状況が、お金に対して、物を買

うより何よりもお金を持っておきたいということが今のデフレ状況の原因だと。

ですから、そのことは過大な貨幣に対する志向性が付いているのが現状で、イン

フレに多少振れるのはいいんですけれども、だからといって紙幣そのものに対す

る信用、国債そのものに対する信用そのものが崩壊するということは決してあっ
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てはならないことでありますので、そこはその両方をにらみながら、慎重なとこ

ろは慎重に、大胆なところは大胆にやっていきたいと思っております。 

 

○辻泰弘君 私も、たがはこれ以上外すべきじゃないと、このように思います。

財政法の元々の、借入金、国債によっては賄わないという本来の精神が十分貫徹

できないような状況になって、五〇％も依存率になるような状況が現実にあるわ

けでございます。また、昭和五十九年の財確法で赤字国債の借換えも認めてしま

って六十年償還にしたということで、一般会計じゃなくて特別会計で発行すると、

こういった状況でどんどんどんどん積み上がってきた。麻薬のような、麻薬中毒

のような状況になっているところがあるわけで、これ以上たがは外すべきじゃな

いと私は思いますので、財政法の改正、また日銀の直接引受けというのはやはり

やるべきじゃないと、このように思っております。 

 通告していませんけど、総理も、この問題非常に大事ですので、やはりそれは

引受けすべからずということで御答弁いただければと思いますが、いかがでしょ

うか。 

 

○内閣総理大臣（鳩山由紀夫君） 私は基本的に菅財務大臣の考え方に近いと、

そのように御理解願いたい。 

 

○辻泰弘君 環境大臣にお伺いしたいと思います。 

 地球温暖化問題につきまして、私、一月二十六日の質問におきまして、主要国

の参加、経済と環境の両立、公平な国際合意、関係者の意見反映などの必要性を

求めましたけれども、三月十二日の地球温暖化対策基本法案にその精神が盛り込

まれたことを評価させていただきたいと思います。 

 そこで、環境大臣は、環境と経済の両立から更に一歩踏み込んで、環境と成長

の両立を意識した法案だと語られておりますけれども、それは十二月三十日に閣

議決定された新成長戦略に掲げる名目ＧＤＰ六百五十兆、名目三％成長、実質二％

成長というその目標と整合性を持った環境政策を推進していくと、こういうふう

に理解してよろしいでしょうか。 

 

○国務大臣（小沢鋭仁君） 全くそのとおりでございます。 

 私、何度もこの委員会でも申し上げているんですが、いわゆる環境政策といい

ますと、国民に我慢を強いるとか、あるいはまた、生産を落としていわゆるＣＯ

２を削減していくというふうに考えられがちなんですけれども、鳩山政権の環境

政策はそうではありませんと。国民の生活にとっては快適、安全、安心な生活を
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実現し、さらにはまた、経済でも国際的にも競争力を増していく、そういう道筋

をたどる環境政策を行ってまいりたいと、こう申し上げてきているわけでありま

して、その意味において、通常は経済と環境の両立ということで言われるわけで

ありますが、私は、更に一歩進めて、環境と成長の両立なんだということを申し

上げているところでございます。 

 実は、ロードマップの議論を今させていただいておりますが、これも先般、十

九日に一〇〇％オープンでロードマップの議論をさせていただきました。二十六

日に一定の結論を、環境省の中での研究会での結論を出させていただきますが、

そのシミュレーション結果を出させていただきますけれども、そこでは、いわゆ

る二五％カットの目標のために、投資を積み重ねるあるいは集中させることによ

って成長率が通常それをやらない場合よりはるかに上がると、こういうシミュレ

ーション結果も実は得ているところでございまして、まさにそういった意味では

環境と成長の両立をしっかりできる。新成長戦略の中で今後ロードマップの議論

を重ねて政府全体の統一見解にしてまいりたいと、こう思っているところでござ

います。 

 

○辻泰弘君 環境と成長の両立を目指して頑張っていただきたいと思います。 

 もう一点、地球温暖化対策については、かねてより理念先行で合意形成、社会

対話にいささか欠けるところがあるのではないかとの指摘があったわけですけれ

ども、今回の法案において第三十三条に、政策形成に民意を反映し、広く国民の

意見を求め、これを考慮して政策形成を行うと規定されたことは大変意義深く、

評価したいと思います。 

 この条文を踏まえての今後の対応方針について環境大臣の見解をお伺いしたい

と思います。 

 

○国務大臣（小沢鋭仁君） これまでもいわゆる国民に開かれた議論、こういう

意味ではやってまいってきたとは思っておるんですが、ひとつこれは是非御理解

をいただきたいのは、いわゆる法案を準備する段階とそれから実際に法案をいわ

ゆる作っていく間に政権交代ということが起こりました。でありますので、通常

の政府であれば政府の中で法案を準備する作業も積み重ねられたと思うんですが、

今回の場合は、いわゆる政権交代の前の、法案を準備する段階は民主党内である

意味ではそういった作業を積み重ねた。さらにはマニフェストでそれを掲げて国

民の皆さんの審判を仰いで、そして法案の作成の作業に入っていった。そこでは

いわゆるパブコメもしっかりやって、国民の皆さんの意見も聞いたと、こういう

つもりではいたわけですが、今、辻委員が御指摘のように、そういった、もっと
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意見を聞いてもらいたいと、こういう意見も確かにございましたので、私として

はあえて条文を立ててそういったものを明記をさせていただきました。 

 今後、先ほど申し上げましたようなロードマップ、あるいはまた排出量取引制

度の在り方、地球温暖化対策税、そういった話のときに、いわゆる国民の皆さん

との対話を積み重ねていく中で、いわゆる新成長戦略の中でやってまいりたいと、

こう思っているところでございます。 

 今後とも、広く国民の皆さん、各界各層の意見を取り入れて作ってまいりたい

と思っております。 

 

○辻泰弘君 その精神でやっていただきたいと思います。 

 時間の関係上、ちょっとスピードを速めますけれども、学校校舎の耐震化のこ

とについて総理にお伺いしたいと思います。 

 前回の私の質問のときに、耐震化を進めるために一兆円の経済危機対応・地域

活性化予備費をこの二十二年度予算成立後速やかに歳出化してほしいという質問

をさせていただきましたところ、総理から、この予備費の一兆円を貴重に使いた

い、耐震化は大変重要なので、辻委員の仰せのとおりに努力していきたいと、そ

の旨の御答弁をいただきましたけれども、その方針に変わりはございませんでし

ょうか。 

 

○内閣総理大臣（鳩山由紀夫君） はい、変わりありません。 

○辻泰弘君 もう一点。総理は三月四日、学校施設の耐震化の工事は夏休みを利

用する以外ないとの指摘に対して、学校の耐震化はやはり子供のいない時期に行

うべきだ、学校の耐震化が急務である、八月という時期が大変重要なので、でき

るだけ早く結論を出すように前倒しで努力させるようにしたいと御答弁されてお

りますけれども、この方針に変わりはございませんか。 

○内閣総理大臣（鳩山由紀夫君） その方針に変わりありません。 

○辻泰弘君 そして、三月十二日、総理は、学校の耐震化を急ぐ、それは夏休み

を使うしかないんだと、学校から言えば当然そういうことだし、地方議会の思い

もある、そのような答弁がございました。 

 この地方の思いというのは、私の資料の①、②がそれに当たりますけれども、

とにかく夏休みの工事に間に合うようにしてくれということでございますけれど

も、この地方の思いを受け止めて夏休みの工事に間に合うように対処をされる方

針だと理解してよいでしょうか。総理、お伺いします。 

 

○内閣総理大臣（鳩山由紀夫君） そのように理解して結構です。 
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○辻泰弘君 大変有り難いことなんですけれども、地方自治体の関係者から聞き

ますと、夏休みの工事を行おうとするならば、当然ながら、それまでに議会の決

定プロセス、入札のプロセスがあって、二か月半程度が必要になると。夏休みに

間に合わせるためには、やはり四月中に量と時期というものをはっきりさせた明

確な方針がなければ対応し切れないということがあります。 

 そういった意味で、この予算成立後、速やかに一兆円の経済危機対応・地域活

性化予備費を使って地方の要望に沿った、二千八百棟、千七百億円の耐震化・老

朽化対策の対応というものを四月中に決定していただきたいと思うんですけれど

も、総理の御決意をお伺いしたいと思います。 

 

○内閣総理大臣（鳩山由紀夫君） そのように努力はしたいと思っております。 

 言うまでもありません、辻委員のおっしゃるとおり、学校の耐震化あるいは老

朽化対策というものは急を要すると思っております。二千二百棟に加えて二千八

百棟、目標の五千棟というものの実現を図ってまいりたいと思います。 

 まずは、平成二十二年度の予算を上げていただくと。そして、上げていただい

て、まずはその予算を使ってできる限り二千二百棟、これを急ぐということが必

要だと思います。それと併せて二千八百棟の部分に関しても検討したいと思って

おりますが、予備費ということを使うということになると若干ある意味で難しい

点があるものですから、それを勘案して考えたときに、まずは予算、現在の予算

というものをしっかりと執行していくというところからスタートしながら、最終

的に辻委員の目標値が果たされるように努めてまいることが必要ではないか、そ

のように思っております。 

 

○辻泰弘君 今のところは大事なところで、二千八百棟分も夏休みに間に合うよ

うにされるのかどうか、五千棟が夏休みに間に合うようにされるのかどうか、そ

この部分、どうですか。 

 

○内閣総理大臣（鳩山由紀夫君） そのようにいたしたいと思っております。 

 ただ、御案内のとおり、辻委員、これ、いわゆる予備費というものを使用する

ことになります。予備費というものは、これは今まで、これは憲法にも書かれて

いるように、国会の開会中に果たして使うということができるかどうか。それを

使うとすると、すぐにこれならば補正予算でやれという議論が必ず出てくるとい

うことがあります。それは与野党の中での議論が必要な部分もありますし、また

憲法の規定というものもあります。 

 それを考えて、私どもとすれば、準備というものを怠りなくやる必要があろう
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かと思っておりますし、結果として、この夏休み中に耐震工事が、学校ですから、

できるような努力をしてまいりたいと思っておりまして、その工夫を行ってまい

ることはお約束をいたしたいと思っておりますので、是非、その目標であります

五千棟すべてというものを我々としても勘案しながら、いかにして現在の予算と

いうものと併せて予備費というものをどのようにうまく組み合わせていくかを検

討してまいりたいと思っております。 

 

○辻泰弘君 憲法とおっしゃったんですけれども、これは閣議決定ではないかと

思うんですけれども、国会開会中は予備費の使用は行わないと、こういうことに

なっているんですが、このこと自体も実は議論すべきことかもしれません。国会

開会中は予備費は使えないというのはどうだということになるわけですけれども。 

 ただ、私は、今回の経済危機対応・地域活性化予備費というのは、従来の予備

費とは違うものだと思っています。そのための資料を付けております。詳しくは

申し上げ切れませんけれども、⑤、⑥にありますように、主要経費別分類におい

ても目的別分類においても、従来の予備費と今回の経済危機対応・地域活性化予

備費は別物となっております。そういう意味で、今までの予備費と必ずしも同じ

ように扱う必要はないと、このように思っておりますし、よしんばそれが引っか

かるというのであれば、閣議決定自体を見直してもいいんじゃないかと、このよ

うにも思います。あるいは、閣議決定の中にある、その他予備費の使用によらな

ければ時間的に対応し難いと認められる緊急な経費と、このように認めることに

よって対応することもあり得ると思います。 

 是非、その点、力いっぱい取り組んでいただきたいと思うんですけれども、財

務大臣、総理の思いを込めて、是非その財政措置を事務方にも指示していただき

たいと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

 

○国務大臣（菅直人君） 今総理からのお話がありましたように、もう辻議員の

言われることそのものは、私も総理の思いと同じであります。 

 あとは手続上の問題で、今までの制度をそのまま踏襲するとすれば、まずは二

十二年度の予算のこの分野については前倒しを徹底的にして、そして国会が終わ

った後に予備費を更に追加的にそれに応ずるというやり方、あるいは、今、辻議

員が言われたように、かなり古い閣議決定から続いておりますが、閣議決定その

ものを変えるというやり方。 

 いずれにしても、そうした趣旨に沿って、総理の言われた趣旨に沿って実行が

できるように、財務省としてもどうやればいいのかしっかりと検討して、総理の

指示を実現する方向で頑張りたいと思っております。 
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○辻泰弘君 命を守りたいとおっしゃった総理、鳩山内閣でございます。この点

は非常に大事な問題で、超党派的に支持があるだろう、地方も支持している、そ

して目の前に予算をつくることができる状況があるわけですから、是非、財務大

臣、お取り組みいただいて、五千棟の実現に向けて夏休みまでに実現する、その

思いを込めて政治主導でやっていただきたい。 

 もう一度、菅大臣の御答弁を求めます。 

 

○国務大臣（菅直人君） 精いっぱい頑張ります。 

 

○辻泰弘君 時間が参りましたので終わりますけれども、今後とも、人間のため

の経済社会の実現のために鳩山内閣一丸となってお取り組みいただきますように

心からお願い申し上げ、長妻大臣にはちょっと通告しておりましたけれどもでき

ませんで、申し訳ございませんでした。 

 以上で終わります。 
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